
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

参加型地域開発教育 として の シ カ ゴ ・エ リア ・プ ロ ジ ェ ク ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 関西大学　非常勤講師

玉 井 　 眞理 子

驪

研
究
発
表
皿

1．は じめに
一本研 究の 目的 と意義

　 本研究 の 目的は、シ カ ゴ ・エ リア ・プ ロ ジ ェ ク ト

　（弌Chicago　Area　Pr。ject以下 C．4P）に 注 目 し、ク リフ

ォ
ー

ド
・
シ ョ ウの 社会改良政策を教育営為として 検討

す る こ とで ある。

　 本研究の 特色は 、 CAPを参力［剛地域開発教育の 先駆

け と して位置づ け る点に あ るが、そ の 意義 は、こ れま

で 目を向けられて こ なか っ た、CAP の 側面に光をあて、

その 戦略に学ぶ点に ある 。

2 ．問題意識

　 近年地域行政は 市民参加 に意義を見出し、地域開発

の 企画の 段階か ら、地 或住民の 意見 を反映させ る積極

的取り組み を行っ て い る。

　 だ が地 域行政組織 の 既存 の 枠組 み の なか で行なわ

れて い る r眠 参加に対 し、補助的な役割を担 うこ とを

地域行政 は期待して い る の で は ない だ ろ うか。市民が

生活福祉を主体的 に充足 させ るの が市民参加 の 眼目

の
一

つ で あるにも関わらず、補助的役割の 枠を超えた

市民活動を育て 、 繋ぎ 、 展開させ る場が担保されて い

ない の で ある。

　 この 限界を越え るた め に、新 しい 市民教育の 仕掛け

づ く りを行 うこ とが地域行政の 課題で あ る と考える。

そ こ で今 日の 地域開発 の 起源の
一

つ とされ る、コ ミ ュ

ニ テ ィ
・オーガニ ゼーシ ョ ン の 理念を纏 哉的に展開さ

せ た CAPを検討ζる こ とに した い。

3 ．CAP とは何か

　 まず CAPにつ い ての 概説を行お う。　CAPとは、非行

多発地域の 内部 におい て、非行予防と訓彳了少年の 処遇

とを行 うこ とを 目的 と した、地域 コ ミ ュ ニ テ ィ 再 細織

化の 試みで ある。シ ョ ウは 1926年か ら着想を練り、

マ ッ ケイ らと鞴 を進 め、：［934年 に CAP を発足 させ た。

　 CAPで は、地域コ ミュ ニ テ ィ住民の 参加が最優先さ

れた。こ の 点につ い て シ ョ ウらは次の よ うに指摘した。

　 「こ の プロ ジ ェ ク トの 第
．・
の 特徴 は、プ ロ グ ラム の 計

画お よび運営におい て、地域住民 が参加するこ とに力

点が お かれ て い る と こ ろ に．ある」 （Burgess， し）｝皿 arl ＆

Shaw1937：8）。そして CAP の ア ブ u 一
チは、近隣地区

を単位とした 「コ ミ ュ ニ テ ィ ア プ ロ ーチ」 で ある とし

て い る （ibid：22）。

　 こ の プロ ジェ ク トは初期シ カ ゴ 学派第二 肚代、シ ョ

ウの 指導．の もとに進められたが、CAP には初期 シカ ゴ

学派 の 理 論的蓄積と社会改良の 精神 とが 色濃 く反 映

され て い る。

　初期シ カ ゴ 学派 が その 創始以来注 R し続けて 来た

の は、急敷な産業化に よっ て生み 出された都市ス ラム

の 社会解体 （漏コ ミュ ニ テ ィ
・ディス オーガニ ゼー

シ

ョ ン）で あ る。バ ージ ェ ス の 1司心 円理論を下敷きと し

た入念な社会調査 に基づ き、シ ョ ウとマ ッ ケイが明ら

か に した とこ ろに よれば、都市郊外 と比 べ て都市中心

部は次の 3 つ が顕著 とな る。［1］住民の 流動率 の 高 さ、

［2］貧困の 深刻さ、［3］民族 ・人種の 混在率の 高さ。こ

れ らは い ずれ も、社会解体の 程度を あらわす指標で あ

る （Shaw ＆ McKay　1942）。初期 シ カ ゴ 学派を 「コ ミュ

ニ テ ィ 喪失論者 」 （Wel  2010 ：1204）と呼ぶ者もい

るが、現地調査を踏まえた理謝 匕を行 うの み ならず、

社会解体を社会問題 として とらえ、問題解決を志向し

た精神 と行動の 側面を見落 として しま うならば、初期

シ カ ゴ学派の 本質を理解 したこ とには ならない 。

　都市ス ラム の 住民 は、ア メ リカ の経済の 底辺 に組み

込 まれ なが ら も、彼／彼 女 らが暮 らす地 域を 自身の 力

で 改善する機会や資源におい て、社会構造 ヒ極めて 不

利な立場 におかれ てい たの で ある 。 すなわちス ラム は、

都市の なか の い わば低開発地或で あっ た。

　 以上の こ とか ら、CAP が、低開発地城の 住民の 自

助努力 を通 し、地 1或課題を克服す る能力形成を支援す

る教育計画で あっ たとい うこ とがで きるの で ある。

4．CAP の 地域開発戦略

　　次に、CAP における地域開発戦略に着目する。地域

の 課題解決 に向けた住民自身 に よる自助努力は、い か

に して実現され る と考えられ たの で あろうか。こ こ で

　はCAPの 地域開発戦略の なかで も 2 つ を取り上げて お

　く。

（1）地域出身ワーカー （ingeniQus　worker ） の採用

CAP の 特筆すべ き点は、地城出身者をワ
ー

カ
ー

と し
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て起用 した こ とで ある 。 この 素人 ワ
ー

カ
ー

の 起用は専

門的 ソーシ ャル ワーカーを噴慨させ た とい わ れ る。だ

が 地域住民の 完全参加を目標 とした CAP におい て は、

地域住民との 意署疎通が 容易で あり、また非行多発地

域の 意味世界に精通 した地域出身者は、貴重な人材 と

みなされた の で ある。さらに はワーカー自身を地域開

発 の 担 い 手 と して 教育す る とい う利点 もあ っ た

伽 brin　l959）。 こ の ワ
ー

カ
ー

に は、後の 70年代 に

中南米や ア ジ ア諸国に影響を及ぼ した ア リン ス キー

の 他、黒人女性ジ ョ
ー

ン ズが含まれて い た。

  地域コ ミ ュ ニ テ ィ委員会の 設置

　 CAP を運営する組織が、地域コ ミ ュ ニ テ ィ委員会で

ある．
シ カゴ ス ラム の 六 ヶ所に置かれた地域コ ミュ ニ

テ ィ委員会 は、  政策の 考案、  財政的支援 の 獲得、

  予算 ・
人員

・プロ グラム の 運営管理 に責任をもつ 。

この 委員会の メ ン バ ー
もまた、地 或住民で 占められた

の で あ る。

　 これ らコ ミュ ニ テ ィ委員会は そ れ ぞれ独立 し、地域

特陸と資源に応 じた 計画を運営 ・管理 するの で あ るが、

そ の 過程におい て 地域住民が自らの 知識をプ
ー

ル す

るの みならず、個人や縮織が協働して ゆく上で の 基盤

ともなっ たの で ある。

5．CAP の効果

　　CAP に対する評価は様々 に なされて い るが、地域出

身 ワ
ー

カ
ー

の 役割を務め た ソ レ ン テ ィ
ーノ は、「25年

後の シ カ ゴ ・エ リア ・プ ロ ジ ェ ク ト」 （1959）におい

て 自らの 経験を踏まえ、CAPが地域住民 に及ぼす効果

には以下の 3 つ が あると分析 して い る。

　   自轗 1青と自己 効力観 （his　 sense 　of 　pride 　and

　　 work ）の高ま り、

　   社会的紐帯が もた らすカ へ の 気づ き、

　   共通の 関心や共感 の 芽生 え。

　　これ らはい ずれも、一つ の 集合単位 として の 地域 コ

　 ミ ュ ニ テ ィ にお い て、そ の 構成員が相乗的に影響を及

ぼ し合 う過程の中で、もたらされた意識変容 とい えよ

　う。

　　例えば  の 効果が得 られるの は、た だ
一
人 で は決し

　て達成する こ とがで きない 目標を 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ

委員会の 助けを借 りつ つ 、地域住民が創造的な努力を

積み重ねるからこ そで ある とい う。

　こ こ で私たちが 目を向けるべ きは、CAP が貧困者や

移民 マ イ ノ リテ ィ
ー

に対す る翻 「亅や偏 見 が極 め て 強

い 時代に行われ た とい うこ とで あ る。CN〕 に おい て は、

地域住民
一

人ひ と りの 主 体性 と能力 が尊重 され た ゆ

えに、一層、自轗 1青や自己効力観が高められたの で

は ない だ ろ うか。

6．お わ りに

　　非行抑止 の 問題解決を目標とし、地域住民の 主体的

参加と行動が重視された CAP は、今日の 参加型地域開

発教育を先取して い たとい える。

　 CAP に 学ぶ べ き点は、地域住民の 自助努力 を促進 す

　るため、こ こに挙げた 2 つ に代表される戦略を採用 し

た点に ある。これ らの 応用可能1生を探究し、現代社会

に おける課題解決 に 向けた教育方法論を開拓して ゆ

　くこ とを、発表者 の 今後の課題としたい。
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